
８　野菜指定産地制度、価格安定制度

（１）野菜指定産地（ばれいしょ）の指定の経過

新 規 解 除 指定数 新 規 解 除 指定数 新 規 解 除 指定数

指 定 指 定 指 定

昭41～48 0 738 738

４９ 29 0 29 21 5 754 50 5 783

５０ 7 0 36 37 5 786 44 5 822

５１ 4 0 40 51 3 834 55 3 874

５２ 4 0 44 70 6 898 74 6 942

５３ 9 0 53 83 12 969 92 12 1,022

５４ 2 0 55 63 15 1,017 65 15 1,072

５５ 1 0 56 37 7 1,047 38 7 1,103

５６ 1 1 56 51 6 1,092 52 7 1,148

５７ 4 0 60 30 9 1,113 34 9 1,173

５８ 2 0 62 30 13 1,130 32 13 1,192

５９ 1 0 63 31 11 1,150 32 11 1,213

６０ 1 0 64 31 9 1,172 32 9 1,236

６１ 0 0 64 4 15 1,161 4 15 1,225

６２ 1 1 64 23 32 1,152 24 33 1,216

６３ 1 5 60 12 61 1,103 13 66 1,163

元 0 2 58 29 6 1,126 29 8 1,184

２ 0 2 56 27 22 1,131 27 24 1,187

３ 0 3 53 28 35 1,124 28 38 1,177

４ 0 0 53 26 13 1,137 26 13 1,190

５ 1 0 54 23 13 1,147 24 13 1,201

６ 1 1 54 19 22 1,144 20 23 1,198

７ 0 1 53 14 9 1,149 14 10 1,202

８ 0 2 51 14 28 1,135 14 30 1,186

９ 0 0 51 17 19 1,133 17 19 1,184

１０ 1 0 52 14 11 1,136 15 11 1,188

１１ 1 1 52 16 14 1,138 17 15 1,190

１２ 0 2 50 12 14 1,136 12 16 1,186

１３ 3 5 48 30 87 1,079 33 92 1,127

１４ 0 0 48 23 10 1,092 23 10 1,140

１５ 1 4 45 22 56 1,058 23 60 1,103

１６ 0 1 44 16 50 1,024 16 51 1,068

１７ 0 4 40 7 58 973 7 62 1,013

１８ 0 3 37 6 28 951 6 31 988

１９ 0 1 36 2 17 936 2 18 972

２０ 0 0 36 4 10 930 4 10 966

２１ 0 1 35 7 19 918 7 20 953

２２ 0 2 33 2 14 906 2 16 939

２３ 0 0 33 6 17 895 6 17 928

２４ 0 0 33 4 8 891 4 8 924

２５ 0 0 33 7 8 890 7 8 923

資料：生産局園芸作物課調べ

     （平成２６年７月現在）

 ばれいしょ そ の 他 野 菜  計
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（２）野菜指定産地（ばれいしょ）一覧表

指定年度 産 地 名 対 象 地 域

昭和49年度 道 南 北 海 道 函館市、北斗市、亀田

郡、茅部郡森町、二海郡、檜山郡、

爾志郡、久遠郡及び瀬棚郡

昭和49年度 上 川 北 海 道 旭川市、士別市、名寄

市、富良野市、上川郡上川町、美瑛

町及び剣淵町並びに空知郡上富良野

町、中富良野町及び南富良野町

昭和49年度 十勝中央 北 海 道 帯広市、河東郡、上川郡

清水町、河西郡並びに中川郡幕別

町、池田町及び本別町

昭和49年度 網 走 北 海 道 北見市、網走市、網走

郡、斜里郡斜里町及び小清水町、常

呂郡並びに紋別郡遠軽町及び滝上町

昭和49年度 石狩南部 北 海 道 恵庭市、北広島市

昭和49年度 羊蹄山麓 北 海 道 寿都郡、磯谷郡、虻田郡

ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜茂

別町、京極町及び倶知安町並びに岩

内郡共和町

昭和49年度 由 仁 北 海 道 夕張郡由仁町

昭和63年度 樺 戸 北 海 道 樺戸郡浦臼町及び新十津

川町

平成11年度 津軽北部 青 森 県 五所川原市及び北津軽郡

中泊町

昭和49年度 東部上北 青 森 県 三沢市及び上北郡六戸町

昭和49年度 北部上北 青 森 県 上北郡野辺地町及び横浜

町

昭和50年度 とうほく 青 森 県 上北郡七戸町、東北町及

天間 び六ヶ所村

昭和50年度 山武 千 葉 県 山武市並びに山武郡九十

九里町、芝山町及び横芝光町

昭和55年度 三方原 静 岡 県 浜松市及び湖西市

昭和49年度 三 島 静 岡 県 三島市

平成13年度 四 日 市 三 重 県 四日市市

昭和53年度 竹 原 広 島 県 竹原市

昭和53年度 安 芸 津 広 島 県 東広島市のうち旧安芸津

町の区域

昭和50年度 上 場 佐 賀 県 唐津市及び玄海町

昭和49年度 諫 早 長 崎 県 諫早市（旧多良見町の区

域を除く。）及び大村市

昭和49年度 平 戸 長 崎 県 平戸市のうち旧平戸市及

び旧大島村の区域

昭和53年度 五 島 長 崎 県 五島市（旧奈留町の区域

を除く。）

指定年度 産 地 名 対 象 地 域

昭和49年度 雲 仙 市 長 崎 県 雲仙市（旧国見町及び旧

瑞穂町の区域を除く。）

昭和49年度 大 雲 仙 長 崎 県 南島原市のうち旧加津佐

町及び旧南有馬町の区域

平成13年度 八 代 熊 本 県 八代市及び氷川町

昭和53年度 天草下島 熊 本 県 天草市のうち旧本渡市、

旧五和町及び旧天草町の区域並びに

苓北町

昭和53年度 串 木 野 鹿児島県 いちき串木野市

昭和50年度 種 子 島 鹿児島県 西之表市並びに熊毛郡中

種子町及び南種子町

平成15年度 出 水 鹿児島県 長島町

昭和57年度 なんぐう 鹿児島県 肝属郡錦江町及び南大隅

町

昭和49年度 徳 之 島 鹿児島県 大島郡天城町

昭和57年度 和 泊 鹿児島県 大島郡和泊町

昭和57年度 知 名 鹿児島県 大島郡知名町
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３
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野
菜
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地

消
費

地

指
定

野
菜

野
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指
定
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産
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荷
近

代
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ャ

ベ
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荷
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こ
ん
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、
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落
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荷
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付

＜
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（
４
）
指
定
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
の
概
要

「
指
定
野
菜
の
価
格
の
著
し
い
低
落
が
あ
つ
た
場
合
」
（
野
菜
生
産

出
荷
安
定
法
第
１
０
条
）
に
、
生
産
者
補
給
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
野
菜
農
家
の
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
し
、
次
期
作
の
確

保
と
、
消
費
者
へ
の
野
菜
の
安
定
的
な
供
給
を
図
る
制
度
。

①
仕
組
み

1
)

出
荷
団
体
（
農
業
者
団
体
等
）
又
は
大
規
模
生
産
者
が
、
国
、
都
道

府
県
の
補
助
金
を
加
え
て
、
農
畜
産
業
振
興
機
構
に
資
金
を
造
成
。

2
)
 
 
対
象
野
菜
の
平
均
販
売
価
額
が
保
証
基
準
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

安
定
的
な
野
菜
の
生
産
及
び
供
給
の
確
保
に
向
け
た
取
組
状
況
等
に
応

じ
て
、
そ
の
差
額
（
平
均
販
売
価
額
が
最
低
基
準
額
を
下
回
る
場
合
は
、

保
証
基
準
額
と
最
低
基
準
額
と
の
差
額
）
の
7
0
～
9
0
％
を
、
生
産
者
に

対
し
生
産
者
補
給
金
と
し
て
交
付
。

・
保
証
基
準
額

平
均
価
格
（
過
去
６
カ
年
の
市
場
価
格
の
平
均
を
基
に
算
出
）

の
9
0
％
。

・
最
低
基
準
額

平
均
価
格
の
6
0
％
を
標
準
と
し
、
5
0
％
、
5
5
％
、
6
5
％
、
7
0
％

の
特
例
を
設
定
。

②
対
象
野
菜

本
制
度
の
対
象
と
な
る
野
菜
は
、

1
)

野
菜
指
定
産
地
の
区
域
内
で
生
産
さ
れ
た
指
定
野
菜
で
あ
り
、
か
つ
、
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)

出
荷
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体
又
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売
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場
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荷
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た
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。

指
定
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ベ
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、
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、
ト
マ
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、
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、
は
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レ
タ
ス
、
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ね
ぎ
、
ば
れ
い
し
ょ
、
ほ
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れ
ん
そ
う

【
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度
の
仕
組
み
】

国
60

%
：
都
道
府
県
20

%
：
出
荷
団
体
等
20

%

※
国
、
都
道
府
県
、
出
荷
団
体
等
の
支
出
に
よ
り

農
畜
産
業
振
興
機
構
に
資
金
を
造
成
。

価
格

平
均
販
売
価
額

平
均
価
格

こ
の

一
部

に
つ
き
補

給
金

を
交

付

保
証

基
準

額
９
０
％

最
低

基
準

額
６
０
％

計
画

出
荷

が
達

成
さ

れ
た

場
合

に
保
証

基
準

額
と

平
均

販
売

価
額

の
差

額
の
1
0
%

を
追

加
的

に
交

付

特
別
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給
交
付
金

安
定

的
な

野
菜

の
生

産
及

び
供

給
の
確

保
に

向
け

た
取

組
状
況

等
に

応
じ

て
9
0%
、

8
0
%
、

7
0
%
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（５）特定野菜対象産地（かんしょ）一覧表
平成26年2月1日時点

産地

都道府県 対象品目 産 地 名 産　 地 　の 　区 　域 選定

年度

茨 城 か ん し ょ ひ た ち な か ひたちなか市 S.52

東 海 東海村 S.52

な め が た 行方市 S.53

旭・かしまなだ 鉾田市 H.09

計 4

愛 知 か ん し ょ 碧 南 碧南市 S.54

鳥 取 か ん し ょ qqq 米子市 H.18

香 川 か ん し ょ 坂 出 坂出市 S.53

熊 本 か ん し ょ 菊 池 大津町、合志市（旧合志町） S.57

益 城 益城町 S.58

西 原 西原村 S.58

阿 蘇 小 国 小国町 H.11

計 4

大 分 か ん し ょ 野 津 臼杵市(旧野津町) S.52

ぶ ん ご 大 野 豊後大野市（旧大野町、旧犬飼町、旧千歳村） H.09

計 2

宮 崎 か ん し ょ 串 間 串間市 S.51

北 諸 県 都城市､三股町 S.51

計 2

鹿 児 島 か ん し ょ 山 川 指宿市の一部（旧山川町） S.53

志 布 志 志布志市の一部（旧志布志町） S.59

な ん さ つ 南九州 S.53

計 3

計 18全　国　計
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特
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等
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成
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給
事
業
の
概
要

指
定

野
菜

以
外
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菜
の

う
ち
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れ
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目
)
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格

が
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く

低
落
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場
合

に
、

価
格

差
補

給
金

を
交

付
す

る
こ

と
に

よ
り

、
野

菜
農

家
の

経
営

に
及

ぼ
す

影
響

を
緩

和
し

、
次

期
作

の
確

保
と

、
消

費
者

へ
の

野
菜

の
安

定
的

な
供

給
を

図
る

制
度

。

①
仕
組
み

1
)

出
荷
団
体
（
経
済
連
等
）
又
は
相
当
規
模
生
産
者
が
、
都
道
府
県
の

補
助
金
を
加
え
て
、
都
道
府
県
野
菜
価
格
安
定
法
人
に
資
金
を
造
成
。

2
)

対
象
野
菜
の
平
均
販
売
価
額
が
保
証
基
準
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

そ
の
差
額
の
8
0
％
（
平
均
販
売
価
額
が
最
低
基
準
額
を
下
回
る
場
合

は
、
保
証
基
準
額
と
最
低
基
準
額
と
の
差
額
の
8
0
％
）
を
、
資
金
を

取
り
崩
し
、
国
の
補
助
金
を
加
え
て
、
生
産
者
に
対
し
価
格
差
補
給

金
と
し
て
交
付
。

・
保
証
基
準
額

平
均
価
格
（
過
去
６
カ
年
の
市
場
価
格
の
平
均
を
基
に
算
出
）

の
8
0
％
。

・
最
低
基
準
額

平
均
価
格
の
5
5
％
を
標
準
と
し
、
4
5
％
、
5
0
％
、
6
0
％
の
特

例
を
設
定
。

②
対
象
野
菜

本
制
度
の
対
象
と
な
る
野
菜
は
、

1
)

安
定
的
供
給
を
確
保
す
る
た
め
知
事
が
選
定
し
た
産
地
で
生
産
さ
れ

た
特
定
野
菜
等
で
あ
り
、
か
つ
、

2
)

出
荷
団
体
又
は
相
当
規
模
生
産
者
が
、
卸
売
市
場
に
出
荷
し
た
も
の
。

ア
ス
パ
ラ

ガ
ス

､
い

ち
ご

､
え

だ
ま
め

､
か
ぶ

､か
ぼ
ち
ゃ
､
カ
リ

フ
ラ
ワ
ー

､
か

ん
し
ょ

､
グ
リ

ー
ン
ピ

ー
ス

､
ご

ぼ
う

､
こ

ま
つ
な

､
さ
や

い
ん
げ

ん
､

さ
や
え
ん

ど
う

､
し

ゅ
ん
ぎ
く

､
し

ょ
う
が
､
す
い

か
､
ス
イ

ー
ト
コ

ー
ン

､
セ

ル
リ
ー

､
そ
ら

ま
め

､ち
ん
げ

ん
さ
い

､
生
し

い
た
け

､
に
ら

､に
ん
に
く
､

ふ
き
､
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー

､
み
ず
な

､
み

つ
ば

､
メ

ロ
ン

､
や
ま
の

い
も

､
れ

ん
こ
ん

､
し
し

と
う
が

ら
し

､
わ

け
ぎ

､
ら

っ
き
ょ

う
､
に

が
う
り

､
オ

ク
ラ

、
み

ょ
う
が

【
制
度
の
仕
組
み
】

特
定

野
菜

（
3
5
品
目

）

 　
価

格

平
均

販
売

価
額

平
均

価
格

こ
の

一
部

に
つ

き
補

給
金

を
交

付
（８

０
％

）

保
証

基
準

額
　

８
０

％

最
低

基
準

額
　

５
５

％

国
1
/
3
：

都
道

府
県

1
/
3
：

出
荷

団
体

等
1
/
3※

都
道

府
県

、
出
荷
団

体
等

の
支
出

に
よ

り
、
都

道
府

県
野
菜

価
格

安
定

法
人

へ
資
金
を

造
成

。
国
は

価
格

差
補
給

金
の

交
付
の

際
に

、
農

畜
産

業
振

興
機
構

を
通

じ
て
補

助
。

※
 か

ぼ
ち
ゃ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
及
び
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、

国
1
/
2
：
都
道
府
県

1
/
4
：
出
荷
団
体
等

1
/
4
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野
菜

の
契

約
取
引

に
伴

い
、

生
産

者
が

負
う

リ
ス

ク
を

軽
減

す
る

た
め
、

以
下

の
３

つ
の

タ
イ

プ
を

措
置

（
産

地
と

最
終
実
需
者
又
は
産
地
と
中
間
業
者
の
契
約
取
引
が
対
象
）
。

「
数

量
確

保
タ
イ

プ
」

定
量
定

価
供
給

契
約

を
締

結
し

た
生

産
者

が
、

天
候

不
良

等
に

よ
り

契
約

数
量

を
確

保
す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
に

、
市

場
出

荷
予

定
の

も
の

を
回

す
等

に
よ

り
契
約

数
量

を
確

保
す

る
の

に
要

す
る

経
費

を
補

て
ん

す
る

。

契
約

数
量

が
確

保
で

き
ず

、
平

均
取

引
価

額
が

指
標

価
額

（
基

準
価

格
の

1
3
0
%
）

を
上

回
っ

た
場

合
に

、
①

市
場

出
荷
予

定
の

も
の

を
契

約
取

引
に

回
し

た
と

き
は

、
平

均
取

引
価

額
と
契

約
価

額
の

差
額

の
7
0
％

を
補
て

ん
。

②
市

場
等

か
ら

購
入

し
た

と
き

は
、

購
入

価
額

と
契

約
価

額
の

差
額

の
9
0
％

を
補

て
ん

。
※

い
ず

れ
の
場

合
も

交
付

予
約

数
量

は
契

約
数

量
の

5
0
％

を
限

度
。

購
入

限
度

価
額

は
契

約
価

額
の

1
5
0
％

(
2
0
0％

、
3
0
0
％

、
40
0
％

を
選

択
す

る
こ

と
も

可
能

。
）

。

「
価

格
低

落
タ

イ
プ

」

市
場
価

格
に

連
動

し
て
価

格
が

変
動
す

る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
生

産
者

に
対

し
、

価
格

の
著
し

い
低

落
が
生

じ
た
場
合
に
補
て
ん
を
行
う
。

平
均

取
引

価
額

が
保

証
基

準
額

（
基

準
価
格
の
90
%
）
を
下
回
っ
た

場
合

に
、

保
証

基
準

額
と

平
均

取
引

価
額

の
差
額
の
90

％
を
補
て
ん
。

「
出

荷
調

整
タ
イ

プ
」

定
量
供

給
契
約

を
締

結
し

た
生

産
者

が
、

契
約

数
量

を
確

保
す

る
た

め
余

裕
の

あ
る

作
付

け
を
行

い
、

価
格

低
落

時
に

契
約

以
外

の
生

産
量

の
出

荷
調

整
を

行
っ

た
場

合
に

補
て
ん

を
行

う
。

価
格

が
低

落
し

平
均

取
引

価
額

が
発

動
基

準
価
額

（
基

準
価

格
の
70
%
）

を
下

回
っ

た
場

合
に
、

出
荷

調
整

を
行

っ
た

と
き

は
、
基

準
価

格
又
は

契
約

価
額

の
い

ず
れ

か
低

い
方

の
40

％
を

補
て

ん
。

余
裕

生
産

分

契
約

分

出
荷

調
整

実
需

者
へ

出
荷

生
産

量

基
準

価
格

、
契

約
価

額
の

い
ず

れ
か

低
い

額
(A
)

交
付

金
A×

0.
4×

数
量

平
均

取
引

価
額

保
証

基
準

額

基
準

価
格
(A
)

保
証

基
準

額
B=

A×
0.
9

平
均

取
引

価
額
(C
)

最
低

基
準

額
A×

0.
55

交
付

金
(B
-C
)×

0.
9×

数
量

購
入

価
額
(C
)

購
入

限
度

価
額

A×
1.
5(
2.
0,
3.
0,
4

.0
も

選
択

可
)

契
約

価
額
(A
)

市
場

等
か

ら
購

入
し

た
場

合
の

交
付

金
(C
-A
)×

0.
9×

数
量

市
場

出
荷

予
定

の
も

の
を

回
し

た
場

合
の

交
付

金

(B
-A
)×

0.
7×

数
量

平
均

取
引

価
額
(B
)

下 旬

○
月

□
月

△
月

上 旬

中 旬

下 旬

上 旬

中 旬

下 旬

上 旬

中 旬

（
７
）
契
約
野
菜
安
定
供
給
制
度

の
概
要

【
負

担
割

合
】

指
定
野

菜
：

国
(
5
0%
)
、
都
道
府
県
(
2
5
%
)
、
出
荷
団
体
等
（
25
%
)
、

特
定
野
菜
：
国
(1
/
3
)
、
都
道
府
県
(
1
/
3
)
、
出
荷
団
体
等
（
1
/
3
)

①
の

場
合

②
の

場
合

不 足 分

交
付

予
約

数
量
の

上
限

（
50

％
）

契 約 価 額

契
約

数
量
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